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解説： 
「雑音」でできている音なのに、人の「ささやき声」に聞こえてしまう現象

です。作品中の音は、白色雑音に、声の音色にあたる平滑化スペクトルの

形状を移し変えた、動的に変動する雑音でした。いわば，声色の輪郭を、

雑音のシルエットにして刻み込んだ音です。作品の最後の「人間とは微妙

で複雑な生き物である」の音も，その雑音でできています。 
声とは異なる別の音の素材で、人の声を描きだそうとしているところは、

野菜や果物で人の顔を描いた、ジュゼッペ・アルチンボルドのだまし絵に

近いかも知れません。 
今回の作品では、声色の輪郭の移植に精緻な分析合成を使用しました。

その結果、人の声としてリアルに聞こえてしまって，むしろ，雑音として聞く

ことが難しくなってしまいました。これはアルチンボルドの絵になぞらえると，

人の顔があまりにはっきりと見えるが故に，個々の素材の野菜が認識でき

なくなってしまったような状態です。 
そのために，錯覚の種明かしの説明がとても難しくなってしまいました。

その説明を，音作りのメイキングに頼らなければならなかったので，作品と

してのエンタテイメント性は，いささか低くなってしまったかも知れません。 

背景： 
以前，Shannon の雑音駆動音声を使った研究の話を伺った時に、雑音

駆動音声を聞いてみたら、雑音にも関わらず言葉として何を言っているの

かがわかることに衝撃を受けました。そこで、まずは猿真似からはじめて、

その高精細化を図っていく中で、この作品のだまし声の品質に至りました。 

意義： 
本作品の雑音では、音声の基本周波数や第 1 フォルマントが含まれる

帯域を遮断した方が、よりリアルな人の声を感じます。このちょっと不思議

な聴覚の特性を研究するのにも、この雑音は使えるでしょう。また、手軽に

ささやき声を作るエフェクタとしても発展していくかも知れません。 
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